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1．ディスクアレイ『整合性チェック』の実施にあたって 

ディスクアレイは、データを冗長化させて複数のディスクに格納(RAID1：二重化、RAID5：データ部/パリ

ティ部)することにより、耐障害性を向上する技術です。 

例えば、ディスクに次のようなトラブルが発生しても、残りのディスクに書き込まれた内容をもとにデータ

を復旧し、システムを止めることなく運用を続けることができます。 

(a)ディスクが故障(DEAD)した場合の復旧 [ディスク故障(DEAD)時の復旧] 
ディスクが故障してシステムから認識されなくなった場合(DEAD)、ディスクアレイは、残ったディスク

だけでデータを復元しながら読み書きを続けます。(縮退運用) 

故障したディスクを交換した際(および スタンバイディスクにより自動復旧する際)は、残りのディス

ク上のデータをもとに故障したディスクのデータを復元し、交換後の新しいディスク(および スタン

バイディスク)に書き込みます。(リビルド) 

(b)ディスク上のデータの一部が読み取れなかった場合の復旧 ［通常運用中の復旧］ 

経年劣化や外傷・振動による破損などにより、ディスク上の一部に不良ブロックが発生し、データが

読み取れなくなる場合があります。 

ディスクアレイでは、そのようなデータにアクセスした際に、残りのディスクに書かれたデータをもと

に不良ブロックに書かれていたデータを復元し、そのデータを代替セクタに書き込みます。 

上記のように、ディスクアレイは"ディスク故障(DEAD)時"だけでなく "通常運用中"もデータを自動復旧

することにより耐障害性を高めていますが、"通常運用中"の復旧はアクセスされたデータに対して行わ

れ、未使用領域やパリティ部分などの通常運用中にはアクセスされない部分は復旧されません。 

そのため、通常運用中にアクセスされない部分に不良ブロックが内在する状態でディスク故障(DEAD)

が発生した場合、(縮退運用中やリビルド中に不良ブロックがはじめて検出され)正常にデータを復旧す

ることができずにデータ損失やシステムダウンなどの二次障害に発展する危険性があります。 

このような問題(二次障害)は、ディスクアレイの「整合性チェック」機能を定期的に実施することにより、

未然に防止することができます。以降の手順に従って『整合性チェック』を定期的に実施いただき、シス

テムをより安全な状態で運用ください。 

【ディスクアレイ『整合性チェック』を実施いただく際のご注意】 

整合性チェックの実施およびそれに伴うシステムの停止/起動により、今まで気付かなかった問題が顕在化し、次の

(a)～(c)のような問題など不測の事態が発生する場合があります。 

(a) 導入後長期間(目安：3 年以上)が経過しているシステムにおきましては、ディスク内に劣化部分が潜在してい

た場合、(整合性チェックはディスクの全領域にアクセスするため)整合性チェックを初めて実行した際に顕在化

され、最悪、問題が潜在していたディスクが DEAD(故障切り離し)となることがあります。 

(b) 整合性チェックの実行中はディスクの負荷が増加するため、システムが性能面の影響を受け、最悪性能が半

減したり、(上位アプリケーションによっては)性能低下に起因して不具合が発生する場合があります。 

(c) 長期間に渡ってシステムを停止/再起動されていないシステム(例：24 時間連続稼動システム)の場合、システ

ムの停止/再起動時しか動作しない部分(ハードウェア/ソフトウェアの両面)で問題が顕在化し、不具合が生じ

ることがあります。一度、システムを停止/再起動して正常にシステムが立ち上がることを確認いただいた後、

本整合性チェックツールをインストールしてください。 

これらの問題に対処するため/未然に防止するため、 

・ 整合性チェックツールをインストール/実施する前に、システムのバックアップを採取しておく 

・ 整合性チェックの初回実行時は、実行結果やシステムへの影響の有無を注意して確認する 

などを行ってくださいますようお願いいたします。 

なお、不測の事態が発生した際は保守担当会社が通常の故障修理として対応いたしますが、データ復旧はお客様

責任となります(ハードウェア故障修理のみの契約の場合)となりますので、予めご了解くださいますようお願いいたし

ます。 

整合性チェックのスケジューリング、および負荷率設定方法 



2005 年 5 月版 

2．整合性チェックのスケジューリング、および負荷率設定方法 

 

＜設定時の注意点＞ 

①整合性チェックを行うことは、システムに負荷がかかるなど性能への影響がありますが、以下のような

点に配慮いただくことにより、性能への影響を少なくできます。 

  

a) システム負荷の少ない日時を指定する。 

・ １例：平日昼の業務時に負荷のかかるシステムの場合は、休日夜等に設定。 

 

ｂ）整合性チェックの負荷率設定を“最低”にする。 

・ アレイコントローラ型番によっては設定できないものや推奨できないものがあります。設定方法もア

レイコントローラ型番によって異なります。搭載されているアレイコントローラの項をご参照ください。 

 

②スケジューリング設定により、定期実行が指定できます。一度の設定で以降は指定した日時に自動実

行されます。（詳細はアレイコントローラの各項を参照願います） 

・ 一部自動実行できない機種もあります：搭載されているアレイコントローラの項で確認をお願いし

ます。 

 

＊障害が起きるのを未然に防ぐためにも、整合性チェックの定期的実行をお願いします。  

 整合性チェックの実行は１週間毎、無理な場合でも１ケ月に１回は実行されるようお奨めします。   
 
アレイコントローラによって、設定方法が異なりますので搭載されているアレイコントローラ型番を確認し、

各項を参照の上、設定をお願いします。 

アレイコントローラ型番 自動設定 負荷率変更 参照項 

N8503-03/08/11/12/19/28/36/36A 

/43/44/49/53  

N8103-52/53/53A 

及び相当品(本体標準実装品) 

可 可 A 

N8503-60/60A/61 

N8103-64/73/73A/80/81 

及び相当品(本体標準実装品) 

可 

可（一部不可） 

(N8103-80/81 は 

不可・規定値処理) 
B 

N8503-51,N8103-58/74 

及び相当品(本体標準実装品) 
可 可 C 

N8103-78 

及び相当品(本体標準実装品) 
可 可 D 

N8103-86 

及び相当品(本体標準実装品)、 

HostRAID システム 

可*１ 可 E 

    *１：毎回“１週間以内に１回実行”と設定する必要あり 
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A． N8503-03/08/11/12/19/28/36/36A/43/44/49/53、N8103-52/53/53A  

および相当品(本体標準実装品) 
 

本アレイコントローラは、自動クリ－ンナップツールを使用して整合性チェックのスケジューリングをしま

す。自動クリ－ンアップツ－ルはボード添付、本体添付の EXPRESSBUILDER、保守会社からの CD 配布の

いずれかで提供されておりますので、いづれかをご使用下さい。 

 

A-1 インスト－ル手順 

自動クリ－ンアップツ－ルのインストール媒体に同梱されている手順書を参照してインストールして下さ

い。 

以 下 は EXPRESSBUILDER を 利 用 し た 自 動 ク リ ー ン ナ ッ プ ツ ー ル の イ ン ス ト ー ル 方 法 で す 。

(EXPRESSBUILDER の Ver.により、多少手順が異なる場合があります。本体添付の EXPRESSBUILDER

に収録のオンラインマニュアルを参照ください。) 

Windows OS が起動している状態で、EXPRESSBUILDER CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットします。 

EXPRESSBUILDER マスターコントロールメニュより「ソフトウェアセットアップ」-「自動クリーンアップツー

ル」の順にクリックします。 

しばらくすると、以下の『セットアップ手順』ダイアログが表示されます。 
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① 『はい』ボタンをクリックすると、以下の『インストール先ディレクトリの指定』ダイアログが表示されま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 『次へ(N)>』ボタンをクリックします。インストール先ディレクトリを変更する場合は、『参照』ボタンをク

リックしてください。以下の画面が表示されたら、インストールするディレクトリを指定してください。 
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《重要》 

ただし、インストール先ディレクトリを変更した場合は、AT コマンドでスケジュール登録をする時にも、こ

こで指定したインストール先ディレクトリを指定しなければなりません。 

 

しばらくする、以下のような表示が現れ、コピーされます。 

 

 

 

コピー完了後、以下の『セットアップの完了』ダイアログが表示され、『終了』ボタンをクリックして終了で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→ 
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A-2 自動クリーンアップツールの環境設定（スケジューリング、負荷率含む） 

自動クリーンアップツールの環境設定は、コマンドの実行形式設定/schedule サービスの設定/起動を行っ

てから自動クリーンアップツールのスケジュール登録を行います。 

 

a) コンシステンシチェック コマンドの実行形式設定 

インスト－ル先のディレクトリ内に以下の内容の「cccon.bat」ファイルが作成されます。メモ帳等のテキスト

エディタで参照／編集できますが、通常はそのまま使用してください。（推奨） 

この場合、コンシステンシチェックの負荷率は最大となり、実行中は最大で 50％ほどディスク性能が低下し

ますが、休業日の深夜等に実行することで、通常業務への影響を最小限にすることができます。お客様の

運用環境に合わせて適切なスケジューリングを行って下さい。 

しかし、どんな時間帯においてもディスク性能の低下を最小限にした場合は下記参照し、設定変更してくだ

さい。 

スケジュールの起動／設定に関する手順は、続く b)～d)の手順を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】どんな時間帯においてもディスク性能の低下を最小限にしたい場合 
 

お客様が、どんな時間帯においてもディスク性能の低下がない運用を強く希望している場合、コンシステン

シチェックの負荷率を最小にし、ディスク性能の低下を 2％以内に抑えた運用も可能です。 

以下の手順にしたがって、メモ帳等を使用して「cccon.bat」を編集して下さい。 

＜例：インストール先ディレクトリを指定せず、インストールした場合の例（編集前）＞ 
 
 
 
 
 

編集後 

/r1 を追加
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b) schedule サービスの設定/起動 

①コントロールパネルの「サービス」をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②サービスダイアログボックスのサービス一覧から「schedule」を選択して、[スタ－トアップ]ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③スタートアップの種類から「自動」を選択して、[OK]ボタンをクリックします。 
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④サービスダイアログボックスのサービス一覧から「schedule」を選択して、[開始]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤[閉じる]ボタンをクリックして、サービスダイアログボックスを閉じる。 

 

c) 自動クリーンアップツールのスケジュール登録 

WindowsNTのコマンドプロンプト画面からATコマンドを入力して、自動クリ－ンアップツ－ルの自動起動の

スケジュールを登録します。 

（重要） 

登録作業が完了してはじめて、設定したスケジュールに従って自動クリーンアップツールが実行されます。 

本スケジュールの設定につきまして、システムの運用状況をご検討していただき作業願います 

特に UPS 接続にて、自動で OFF/ON するシステムの場合は運転スケジュールの設定内容も考慮し、自

動クリーンアップツールのスケジュール設定を検討願います。 

《書式》 

at 時刻 /EVERY:曜日や日付 cccon.bat のファイルパス 

 

例）毎週日曜日と毎月 1 日の 23:00 に自動クリーンアップツールを自動実行する場合 

（自動クリーンアップツールの実行結果ログはインストール先の「cccon.log」ファイルへ毎回追加されます） 

[デフォルトインストール時] at 23:00 /every:su,1 cccon.bat 

[インストール先指定時] at 23:00 /every:su,1 c:\cctool\cccon.bat 

※ AT コマンドの詳細については、WindowsNT のヘルプを参照してください。 

・ 「23:00」：時刻。24 時間制(00:00～23:59) 

・ 「su」：曜日。曜日頭文字(M、T、W、Th、F、S、Su)。カンマで区切り複数指定可能。 

・ 「1」：日付。日付数値(1～31)。カンマで区切り複数指定可能。 

 



2005 年 5 月版 

【推奨例】 

サーバを連続運転で使用している場合は、１週間の中で最も負荷が低い時間帯、例えば日曜などの休業

日の深夜にクリーンアップを実行するようにスケジューリングします。この場合の負荷率はデフォルトのま

まにしておくことをお奨めします。 

 

＜条件＞ 

毎週日曜日（休業日）の 23:00 に自動クリーンアップツールを自動実行する場合 

 

＜設定＞ 

[デフォルトインストール時（インストール先が c:\winnt）] 

at 23:00 /every:su cccon.bat 

[インストール先指定時（インストール先が c:\cctool）] 

at 23:00 /every:su c:\cctool\cccon.bat 

 

＜インストール先指定時（インストール先が c:\cctool）の場合の表示例＞ 
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d) 自動クリーンアップツールのスケジュール確認 

スケジュールの追加が完了したら、続けて、スケジュ－ルが登録されたことを確認してください。 

① コマンドプロンプト画面で、「at」と入力し<Enter>を押します。 

② 以下のように登録されているスケジュールの一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もしも、誤って登録した場合、上記①～②の手順により、削除したいスケジュールの ID を確認した後、以下

の方法にて削除してください。この場合、他のスケジュ－ルを誤って削除しないように注意願います。 

 

＜書式＞ at [スケジュールの id 番号] /DELETE 

 

 

 

 

 

 

 

削除後、もう一度①～②の手順で登録されているスケジュールの一覧を表示し、正常に削除されているこ

とを確認後、再度スケジュールを正しい内容で登録してください。 

 

C:\>at 1 /delete Enter 
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B． N8503-60/60A/61、N8103-64/73/73A/80/81 および相当品(本体標準実装品) 

 

N8103-60/60A/61、N8103-64/73/73A/80/81 では整合性チェックのことを Consistency Check と呼びます

(PowerConsolePlusのメニューではCheck Consistencyと表示されます)。Consistency Checkのスケジュー

リングのためには PCP(Power Console Plus)のインストールが必須となりますので、PCP がインストールさ

れていない場合は、本体装置に添付の EXPRESSBUILDER に収録された「Power Console Plus ユーザー

ズマニュアル」を参照してインストール後、以下の設定を実施して下さい。 

 

B-1 Consistency Check のスケジューリング設定について 

本アレイコントローラにおいて Consistency Check のスケジューリングを設定する場合は、以下の条件を満

たしている必要があります。以下の条件を満たしていない場合は、条件を整えた上で実施してください。 

 

Consistency Check 実行条件 

  ・MegaRAID ディスクアレイシステムであること 

  ・Power Console Plus をインストールしていること 

  ・サービス「MegaServ」が開始になっていること 

 

注意事項 

・ スケージュール設定において「-wx」のパラメータを使用する場合は、実行したい日時の 1 週間前の日時

を必ず指定すること。 

     ＜例＞ 

      2005 年 1 月 16 日(日)23:00 から Consistency Check を 1 週間毎に実施したい場合 

       megactrl –cons –h23 –d0 –w1 –date01/09/2005 

 

・ 本スケジュールの設定につきまして、システムの運用状況をご検討していただき作業願います 

特に UPS 接続にて、自動で OFF/ON するシステムの場合は運転スケジュールの設定内容も考慮し、

Consistency Check のスケジュール設定を検討願います。 

 

・ N8503-60/-60A/-61 を使用している場合、スケジュール機能による整合性チェックを実行しても画面に進

捗が表示されない場合がありますが、イベントログには登録され、整合性チェック自体は問題なく実施でき

ています。 
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B-2 Consistency Check のスケジューリング設定方法 

 

スケジュールの設定は、DOS のコマンドラインにて設定します。 

 

実行形式 

megactrl  arg1［arg2［arg3［arg4［…］］］］ 

（megactrl.exe は Power Console Plus をインストールすると一般に「c:\winnt\system32」※1 にインストール

されます）  ※1： Windows 2000 の場合のパスです。 

 

   以下で説明しているパラメータ以外は使用しないでください。 

 

 引数 意味 

arg1 -cons Consistency Check のスケジュール設定を行います。時間設定の他の arg が後

続します。他の arg の指定がないときはそれぞれのデフォルト値が使われます。

-h Consistency Check の開始時間を設定します。0 時から 23 時まで設定可能で

す。（デフォルトは０時） 

-d Consistency Check を動作させる曜日を０～６で設定します。 

（デフォルトは日曜日で０） 

-w Consistency Check の動作間隔を０～24 で週間隔を設定します。なお-w0 は

毎日を意味します。（デフォルトは１週間隔） 

-dateMM/DD/YYYY Consistency Check の動作開始日を設定します。 

（デフォルトはコマンド実施日） 

YYYY の範囲は 1900～2038（2038 年を超えることはできません） 

arg2～argi 

-abort Consistency Check が実施中ならば、終了させます。 

-enChkCon スケジュール時間に Consistency Check を実施させます。 

（デフォルト） 

Argi 

-disChkCon スケジュール時間の Consistency Check を抑止します。動作中の Consistency 

Check には影響しません。-enChkCon と同時に指定した場合は最後に指定し

た方が有効になります。 

 

使用例： 

日曜日ごとに０時に Consistency Check を実施する場合 

megactrl  -cons  -h0  -d0  -w1 

すべてのコントローラのすべての Consistency Check を終了させる場合 

megactrl  -cons  -abort  

Consistency Check のスケジュールを無効にする場合 

megactrl  -disChkCon 

Consistency Check のスケジュールを有効にする場合 

megactrl  -enChkCon 

 

システムの PATH の設定によって上記のコマンドにディレクトリの指定が必要になります。 

例 ・C:\winnt\system32\megactrl  -cons 
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B-3 Consistency Check の負荷率設定方法 

注意事項 

１） Consistency Check の負荷率を設定できるのは、N8503-60/60A/61、N8103-64/73/73A のみです。

N8103-80/81 に関しては負荷率は固定されており、変更できません。 

２） N8503-60/60A/61、N8103-64/73/73A において、負荷率設定を変更することが可能ですが、本設定は

リビルドの負荷率と共用していますので、リビルド実施時も本設定値が反映されます。リビルドは早期に

完了させ、縮退状態から正常状態に復帰させることを推奨いたしますので、本設定はデフォルト値のま

まにして、Consistency Check のスケジューリング実行をしていただくことを推奨いたします。そのために

は、システム負荷の少ない時間帯にスケジューリング設定をしていただけますようお願いいたします。 

Consistency Check 実行時に、性能不足が気になる場合にのみ設定値を変更してください。この場合、

リビルド実行前にデフォルト値に戻し、リビルド完了後に再度、任意の値に変更する等の運用をお願い

いたします。 

 

① Adapter メニュー → Rebuild Rate を選択してください。 

 

 

Rebuild Rate 

 

高いパーセンテージを選ぶとリビルド／Consistency Check を優先的行い（負荷率が高い）、低いパーセンテージ

を選ぶとシステムの性能低下を最小限にとどめます｡ 
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C．N8503-51、N8103-58,-74 および相当品(本体標準実装品) 

 

N8103-51、N8103-58,-74 では整合性チェックのことをシンクロナイズと呼びます。シンクロナイズのスケ

ジューリングのためには FastCheck のインストールが必須となりますので、FastCheck がインストールされ

ていない場合は、本体装置に添付の EXPRESSBUILDER に収録された「FastCheck ユーザーズガイド」を

参照してインストール後、以下の設定を実施して下さい。 

 

C-1 スケジューリング設定 

FastCheck のシンクロナイズの設定は FastCheck のオプションタブから行います。 

 

 

シンクロナイズのスケジュール設定 

アレイシンクロナイズのスケジュール 枠内の設定は、シンクロナイズのスケジュール実行について指定し

ます。 
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注意事項 

シンクロナイズのスケジュール実行をする場合、スケジュール設定した時間に FastCheck が起動している必

要があります。システムの運用状況をご検討していただき作業願います。特に UPS 接続にて、自動で

OFF/ON するシステムの場合は運転スケジュールの設定内容も考慮し、シンクロナイズのスケジュール設定

を検討願います。 

 

 

使用禁止 

このチェックボックスが on のときシンクロナイズのスケジュール実行を行いません。 

 

このチェックボックスが off のときシンクロナイズのスケジュール実行を行います。Schedule event ドロップダ

ウンボックスが有効となり、イベントのスケジュールより以下の実行パターンを設定できます。 

毎月 

シンクロナイズを月に一度、実行する設定にします。 

開始時刻、指定日を指定します。 

毎週 

シンクロナイズを週に一度、実行する設定にします。 

開始時刻、指定日を指定します。 

毎日 

シンクロナイズを毎日実行する設定にします。 

開始時刻を指定します。 

分ごと 

シンクロナイズを指定時間(分単位)毎に実行する設定にします。 

実行間隔時間を(分単位)で設定します。 

時間毎 

シンクロナイズを指定時間毎に実行する設定にします。 

実行間隔時間を(時間単位)で設定します。 

 

エラー発生 

エラー発生時の対処について指定します。 

中断   : 処理を中断させます 

修復   : エラーを修復します 

無視   : エラーを無視します 

対話   : 画面で対処入力します 
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C-2 シンクロナイズの負荷率設定 

 

 

 

スライダーバーを 低 に設定した場合 

運用動作におけるシンクロナイズ実行の負荷率を低くします。このため運用動作（システム性能）に対する

影響度は小さくなります。 

 

スライダーバーを 高 に設定した場合 

運用動作におけるシンクロナイズ実行の割合を高くします。このため運用動作に対する影響度（システム性

能）は大きくなります。 
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D．N8103-78 および相当品(本体標準実装品) 

 

N8103-78 では整合性チェックのことをシンクロナイズと呼びます。N8103-78 においてシンクロナイズは

RAID１、５、１０といった冗長アレイに対して実行されます。また、RAID0、JBOD、アレイ未設定のＨＤＤ（ス

ペア）に対しても読み出しチェックを実施することが可能でメディアパトロールと呼びます。 

両者とも実行及びスケジューリングのためには PAM（Promise Array Management）のインストールが必須

となりますので、PAM がインストールされていない場合は、本体装置に添付の EXPRESSBUILDER に収録

された「FastCheck ユーザーズガイド」を参照してインストール後、以下の設定を実施して下さい。 

 

D-1 シンクロナイズのスケジューリング設定 

 

 

スケジューリングを組んで定期的にシンクロナイズを行う場合は以下の操作を行ってください。 

1. Tree View で Local Agent アイコンを選択する。 

2. Information View で、Array Synchronization Schedule までスクロールダウンし、スケジューリングの

「Enabled」ボックスをチェックする。 

3. ラジオボタンをクリックし、実施間隔を決定する。 

4. シンクロナイズを開始する時間を設定する。 

各設定の詳細は以下になります。 

By Day – 毎日、決まった時刻に実施する 

By Week – 毎週、決まった曜日に実施する 

By Month – 毎月、決まった日に実施する 

5. 完了したら、「Change」をクリックする。 

以上の手順でスケジュールが設定されます。 

設定した開始時間になるとシンクロナイズが始まり、手順 3 で入力した時間間隔で繰り返されます。 

スケジューリング設定を止める場合は、Enabled ボックスのチェックをはずしてください。 
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注意事項 

・ 本スケジュールの設定につきまして、システムの運用状況をご検討していただき作業願います。 

特に UPS 接続にて、自動で OFF/ON するシステムの場合は運転スケジュールの設定内容も考慮し、シン

クロナイズのスケジュール設定を検討願います。 

 

・ 定期的なシンクロナイズが設定されていないと、システム起動時など PAM のサービス起動時に以下の警

告メッセージが表示されます。 

「Array scheduled synchronization has not been set up.」 

このメッセージが表示された場合は、OK をクリックしてウィンドウを閉じてください。 

また、同時に PAM ログおよびシステムイベントログに下記メッセージが登録されます。 

   「No Array Scheduled Synchronization  

   Array scheduled synchronization has not been set up. 」 

 

D-2 シンクロナイズの負荷率設定 

Tree View の Controller アイコンを選択すると、Information View にコントローラオプションの画面が表示さ

れます。この画面の Rebuild Setting でシンクロナイズの負荷率を設定することが可能です。 

Low ~ High の表示となっており、High 方向が負荷率が高く、システム性能へ影響が出ます。もっとも Low

側へ設定することで、システム性能へ影響を与えません。 
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注意事項 

本設定はリビルドの負荷率と共用していますので、リビルド実施時も本設定値が反映されます。リビルドは

早期に完了させ、縮退状態から正常状態に復帰させることを推奨いたしますので、本設定はデフォルト値

（約５０％：真ん中）のままにして、シンクロナイズのスケジューリング実行をしていただくことを推奨いたしま

す。そのためには、システム負荷の少ない時間帯にスケジューリング設定をしていただけますようお願いい

たします。 

どうしてもシンクロナイズ実行時に、性能不足が気になる場合にのみ設定値を変更してください。この場合、

リビルド実行前にデフォルト値に戻し、リビルド完了後に再度、任意の値に変更する等の運用をお願いいた

します。 
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D-3 メディアパトロールとは 

 

メディアパトロールは冗長性のない RAID 構成の HDD に対する全面的な読み込みを行う機能です。HDD

は経年劣化し、アクセスして初めて障害として検出される場合があります。メディアパトロールによって

HDD の読み込みを定期的に実施することは、この障害の早期検出を可能にし、早期の対応を可能にしま

す。 

  - RAID0 を構成する HDD 

  - JBOD を構成する HDD 

  - アレイ未構成の HDD（スペア） 

 

注意事項 

・ RAID0 や JBOD を構成する HDD に対するメデイアパトロールを実施する場合はあらかじめ、アレイ上の

データのバックアップを行っておくことをお勧めします。HDD の障害を早期に検出可能ですが、RAID0 や

JBOD はアレイの冗長性がないためアレイにてデータ修復できません。 

・ メディアパトロール実行中のエラーについて 

メディアパトロールの実行中にエラーを検出した場合、Media Patrol Information の中のエラーカウントが増

加します。このエラーカウントはメディアパトロールを実行する度にゼロクリアしています。従って、メディア

パトロール完了後のエラーカウントは、エラーの累積数ではなく 1 回のメディアパトロールで発生したエラー

の数を表します。また、メディアパトロール完了時に登録されるログにもエラーカウントが記録されます。 

1 回のメディアパトロールで 20 個以上のエラーを検出した場合、以下の処理を行います。 

- RAID0 を構成する HDD・・・・・・メディアパトロールを中断します。 

- JBOD を構成する HDD ・・・・・・メディアパトロールを中断します。 

- アレイに未構成の HDD（スペア） ・・・・・・メディアパトロールを中断し HDD を Offline にします。 
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D-4 メディアパトロールのスケジューリング設定 

 

 

スケジューリングを組んで定期的にメディアパトロールを行う場合は以下の操作を行ってください。 

1. Tree View で Device アイコンを選択する。 

2. Information View で、Media Patrol Schedule までスクロールダウンし、スケジューリングの「Enabled」ボック

スをチェックする。 

3. ラジオボタンをクリックし、実施間隔を決定する。 

4. メディアパトロールを開始する時間を設定する。 

各設定の詳細は以下になります。 

By Day – 毎日、決まった時刻に実施する 

By Week – 毎週、決まった曜日に実施する 

By Month – 毎月、決まった日に実施する 

5. 完了したら、「Change」をクリックする。 

以上の手順でスケジュールが設定されます。 

設定した開始時間になるとメディアパトロールが始まり、手順 3 で入力した時間間隔で繰り返されます。 

スケジューリング設定を止める場合は、Enabled ボックスのチェックをはずしてください。 

 

D-5 メディアパトロールの負荷率設定 

メディアパトロールに対しての負荷率設定はできません。負荷率は最低レベルに固定されていますのでシ

ステム性能へ影響は与えません。 
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E．N8103-86 および相当品(本体標準実装品)、HostRAID システム 

 

N8103-86 では整合性チェックのことをベリファイと呼びます。ベリファイを実行するためには ASMBE 

(Adaptec Storage Manager Browser Edition)のインストールが必須となりますので、ASMBE がインストール

されていない場合は、本体装置のユーザーズガイドを参照してインストール後、以下の設定を実施して下

さい。 

 

注意事項 

・ 本ディスクアレイコントローラをご使用の場合のスケジュール設定は、1 週間内の 1 回のみ設定が可能で

す。従いまして、実行前１週間内に実行毎に設定を行なう必要があります。 

・ システムの運用状況をご検討していただき設定願います。特に UPS 接続にて、自動で OFF/ON する

システムの場合は運転スケジュールの設定内容も考慮し、ベリファイのスケジュール設定を検討願い

ます。 

 

E-1 ベリファイのスケジューリング及び負荷率設定 

1) ASMBE を起動します。 

2) 「Logical Devices」タブから、ベリファイを実施する対象ロジカルドライブを選択します。 

3) 対象ロジカルドライブを選択した状態から画面上のメニューから「Tasks」を選択する。 

4) 「New Task」タブを選択する。 

5) 「Task」を選択するとプルダウンメニューが表示されるので“Verify with fix”を選択する。 

 

 
 

 

 

 

ベリファイには 2 つのモードが存在します。 
・Verify：整合性チェックしますが、不整合が

あっても修復しません。 
・Verify with fix：整合性チェックを実施し、

不整合部分は自動的に修復し

ます。
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6) Task を選択した後、実行開始時間とそのタスクの Priority の指定をする。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

7) 実行タスク，実行開始時間，タスク優先度を指定したら「Apply」を選択することにより指定された状態で

タスクが実行される。 

8) ロジカルドライブを選択した状態で「Task」→「Task Viewer」を選択し、タスクが終了したことを確認

する。 

 

 

 

実行開始時刻を指定する。 
・Start Now：すぐに実行 
・Schedule：1 週間内でスケジュールが

可能。本スケジュール設定

は 、 次 回 実 行 す る ス ケ

ジュール 1 回のみ有効 

ベリファイの負荷率を指定する 
・High：最優先でベリファイを実行する 
・Medium：中間の優先度で実行する 
・Low：負荷率が一番低い状態で実行する

  （システム性能へのインパクトが少な

い） 


